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	リン酸化フィラミン A/B (Ser2152/Ser2107) (緑) をリン酸化フィラミン A/B (Ser2152/Ser2107) 抗体および DAPI (青) を用いて A549 で免疫細胞化学分析しました。
	

	フィラミン A (リン酸化 Ser2152)/フィラミン B (リン酸化 Ser2107) 抗体を使用した、Hela、A549、U2OS、C6 溶解物中のフィラミン A (リン酸化 Ser2152)/フィラミン B (リン酸化 Ser2107) のウエスタン ブロット分析。
	

	フィラミンA（リン酸化Ser2152）/フィラミンB（リン酸化Ser2107）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト胆管癌の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウムpH 6.0を使用した。

